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認定特定非営利活動法人 地域福祉を考える会 
Society of Study for Community Welfare（略称 SSCW） 

 

ニュースレター 

発 行：認定ＮＰＯ法人 地域福祉を考える会 
発行人：理 事 長  端山 清 

事務局：〒２５９－１１４２  

伊勢原市田中２５６番地の１－３０１ 
TEL:0463-95-6665 FAX:0463-20-9320 
メール    office@tiikifukusi.com 
ホームページ http://tiikifukusi.com/ 

◆未来セミナー 読書会＆研修会◆ 10月 31日(土)    
第２回 「地域創生・産学連携と大学生・・失敗しながら楽しく学ぶ・・」 

講師  産業能率大学准教授  三浦智恵子氏 

                       

   

 

寄稿「“新しい生活様式”の中、 

大学生は地域から何を学べるのか」 

 

産業能率大学 

情報マネジメント学部 

三浦 智恵子 

 

2020年は新型コロナウィルスという目に見えない敵に翻弄された年でした。 

私たちの日常の暮らし、経済など、日本中いや世界中が大きな打撃を受け、綱渡りのような日々を

送らざるをえない1年だったといえます。 

私が勤務する産業能率大学のみならず、多くの大学において、卒業式・入学式といった節目の行事

が中止となりました。そして今なお、感染対策に最大限の対策をとりながら、対面での授業とオン

ライン授業を並行して実施しているという状況です。 

これまで、伊勢原市近隣地域との連携を通じて、学生たちは多くの学びを得てきました。私個人と

しても、キャンパス内で、机上の勉強だけで小さくまとまるのではなく、「地域という大学の外の世

界に踏み出し、普段接することのない人たちとの交流の中で何かを学んでほしい」という思いがあ

ります。この数年にわたり、私が担当するゼミの学生は、「地域福祉を考える会」の活動であるこど

も食堂のボランティアなどに参加させていただいています。「家族」「地域のつながり」について、

教科書の中だけでは実感できない社会の姿を感じ取り、さまざまな世代の人たちとのコミュニケー

ションを学ぶ貴重な機会となっているのです。 

このコロナ禍で、多くの地域イベントなどが中止となりました。また、学外での活動も制限せざる

をえなくなっています。学生たちには、最初は「少し時間が経てば再開できるだろう」という楽観

的な考え、そして次に「何もできないのか」というあきらめムードがあったことは事実です。 

しかし、今はそこから考え方をリセットし、「この状況下、自分たちでできることを探そう」と、何

らかの手段で地域のこどもや高齢者の方々をサポートすることができないか、試行錯誤を重ねてい

ます。 

世界中が「新しい生活様式」の実践に取り組んでいこうという中、大学と地域とが連携した学びに

ついても、学生自身の手で「新しい様式」を開拓する時なのかもしれません。 

講義では、産業能率大学の概要から始まり

ゼミの活動が経営や組織・リーダーシップ

などを学び更に。地域連携・産学連携を進

めている。又、大学で学んだことを社会に

提供する。教え・学ぶ・互いにコミュニケ

ーションを高めていることなど、これから

の社会に大変重要な学習だと感じました。 
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（こども食堂・学習サポートみらい・つなぐ）  
～みなさまの善意とご支援に支えられ～ 

◆ ９月～１０月のご提供者様（敬称略）◆ 

テーエスガス（株）、まごころクリニック（伊勢原）・ユーコープ（飯山） 

笹原勉・安藤雅代・大久保里子（板戸）飯塚秀一（善波）木内めぐみ・（沼目） 

興嶋加奈（桜台）、山田文夫（下谷）・(株)三光工業（鈴川）大杉あや子(桜台) 

園田満子（石田）、前田國光（上粕屋）、斎藤美和子（厚木） 

12月 17日（木）Xmas献立 

1月21日（木） 

2月25日（木） 

3月25日（木） 

時間：午後５時半～７時半 

場所：だいろくコミュニティ―広場  

来るりん（プラザアサヒ１階 奥）  

★ 申込制です。★ 

 

１２月～３月の予定 

いせはら・みらいクルリン

こども食堂は新型コロナウイルスの影響で 4 月から休止

を余儀なくされ、こども食堂への食事を提供している善

意のお米や食材等は学習サポートの子どもたち等又一人

暮らしのご家庭に提供させていただきました。ありがと

うございました。まだまだ、コロナウイルス感染が終息

しているわけでもございません。いせはらこども食堂も

細心の注意をしながら、進めてまいります。  

今後ともご支援よろしくお願いします。  

 

日時：・１月１0日（日）午前１１時～   

・2月１4日（日）午前１１時～   
場所：創作料理「天 sora」 

臨時市営駐車場前 

定員：12名（小３年～高校生まで） 

申込制： 電話９５－６６６５ 

 

お待たせいたしました。1０月から再開いたしました。   

   三密に十分配慮しながら    

今回からコロナウイルス感染拡大防止 

のため,申し込み制にいたします。 

1回   5:30 ～ 6:00→15名 

2回   6:10 ～ 6:40→15名 

3回   6:50 ～ 7:20→15名 

参加する方は必ず申し込みしてください。 

☎ 0463-95-6665 

//氏名、住所、電話をお願い// 
 

★子ども食堂 天(sora)キッチン★ 

久しぶりの子ども食堂 

～ソーシャルディスタンス～ 

いつもより参加者も少なく 

静かな雰囲気でした 

笑顔いっぱい～おいしいよ！ 

◆10/29 献立◆ 

カツカレー、サラダ、プリン、さ

つま揚げと大根の煮、ミカン 

 

新米を 

子どもたちへ

へ 



ここでは、学校の勉強の復習、宿題の習慣づけ、学び直し、進学支援をしています。また、子どもた

ちが悩みや不安、相談事を気軽に話せるような居場所づくり。元教員や学生ボランティアの方に学

習支援員として協力しながら進めています。 

 

【理想の教師像】 

 私の理想の教師像は子どもた 

ちと一緒に学んでいくことがで 

きる教師です。分からない時に 

は一緒に悩み、できた時には一 

緒に喜び、子どもたちと一緒に成長していける

教師になりたいと考えています。もちろん教師

には子どもたちに一つでも多くのことを学んで

もらえるよう、豊富な知識や経験を持っている

ことが求められていると思います。しかし、そ

れと同じくらい子どもたちと同じ目線で考える

ことも重要であるのではないか、と学習サポー

トでの活動や教育実習を通して感じました。子

どもたちを鼓舞するだけではなく、分からない

時には分からないと正直に伝えて一緒に考えて

みたり、子どもたちの気分が乗らない時には寄

り道をしてみたりすることで、子どもたちに寄

り添って学んでいきたいと思っています。  

 まだまだ未熟ではありますが、子どもたちと

一緒に学んでいくことができる教師になれるよ

う、日々アンテナを広げて生活していきたいで

す。 

玉川大学 文学部 国語教育学科 

４年 片山 凪（なぎ） 

 

初めまして。八木琢磨と申します。東海大学

入学を機に、今年の4月に伊勢原市に越してき

ました。学習サポートには6月から参加してい

ます。一児の父として、社会人を経て再入学し

た医学生として、紆余曲折の多い人生を送って

います。 

教え方には四苦八苦していますが、子供達や

同僚の先生方に教わりながら充実した日々を送

っています。 

学習サポートでは、子供に自ら学ぶ習慣を身

に付けてもらえるような手伝いがしたいと考え

ています。知識は武器です。勉強はその知識を

手に入れる手段です。子供達は将来、社会の中

でその武器を使って戦っていかねばなりませ

ん。子供達がやりたいことを見つけた時、自分

自身で目標の達成に向けて考え、勉強し、成し 

遂げる能力を身に着けてもらうことが勉強のゴ

ールだと考えています。とはいえ、子供にとっ

ては目的がないと勉強の意味を 

見出せないことも多いと思いま 

す。学習サポートに来て、様々 

な大人や同級生と話し、一緒に 

勉強をする。その中で、勉強の 

意味や仕方を少しずつ考えられ 

るように教えていきたいです。 

      東海大学医学部 八木 琢磨 

高 
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学習サポートみらい・つなぐ   

「学習サポートみらい・つなぐ」は経済的な理由で学習塾を利用できないご家庭を対象に学習支援

を実施しています。 

◇対象：小学5年生～中学3年  ◇活動日：毎週火曜、金曜    参加費 無料 

◇時間帯：１７時～１９時30分 ◇場所：いせはら市民活動サポートセンター 

※連絡先：９５－６６６５（事務所）、090-3479-4810（中台） 

学生支援員から 

◆ 児童・生徒募集 ◆ 

フェイスシールドと立板を使用 
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 夕暮れが早くなり子ども達の外遊びの時間が短くなる晩秋の頃となりました。子ども達は手洗い・消
毒・マスクの着用等の感染症対策の中での生活様式に慣れてきてはいますが、時には「マスク着けてな
いよ」「大きな声出さないよ」等と声掛けを必要とする場面もあります。日々の生活が窮屈なものになら
ないよう安心して遊べるよう支援員一同心がけています。子ども達は友達と一緒に室内での遊びをいろ
いろと工夫して過ごしています。楽しい時もあれば悲しい瞬間もあり、時にはぶつかり合いもある中に
子ども達が成長していくための要素がたくさん含まれています。その成長を支えるために支援員ができ
る配慮を考えながら子ども達を見守りたいと思います。 

４児コミ代表 安武 敬子 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

 

 

学校の振り替え休日に近くの
公園にでかけました。ボール
遊び、遊具で楽しみました。 

児童コミュニティクラブだより 
 

日々の様子のひとコマです。近くの公園に行く事があったり 
室内で友達と仲良く遊ぶ姿が見られます。 

友達と仲良く遊ぶ 

ペットボトルのキャップ
ゴマ、よく回るかな？ 
 

いざ、勝負！！ 

誕生日おめでとう！ 
はい、プレゼント. 

本棚の整理整頓、   
ありがとう‼ 

ハロウィンの仮面作
り、友達と一緒に 
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◆これからの児コミの行事予定◆ 

＊クリスマスの制作、クリスマスパーティ、お楽しみ会等 

＊年末大掃除   ＊初詣（中止の可能性もあります） 

マンカラ、古くから遊ばれる伝
統的なボードゲーム。おはじ
き、製氷皿を利用しました。 

比々多第２支援員をしていた 

高橋正喜さん。今はボランテ

ィアとして行事の時等にお手

伝いしていただいています。

今回は伊勢原第1児コミに

「マンカラ」等の遊びを教え

に行ってくれました。子ども

達も楽しんでいました。 

ありがとうございました。 

マッチ棒パズル 

毎年恒例の「ハロウィンパーティ」、今年はコロナウイルス感染症のため 

保育園訪問、小学校の先生への訪問を控えました。感染症対策をしたうえで 

工夫し仮装して楽しい時間を過ごしました。 

手作りマント、仮面、仮装グッズを身にまとい、カメラに向かい全集中。 

素敵な仮面ができました !! 
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   小さなお子さんをお持ちの方、これからママになる方、お気軽にお立ち寄りください 

◆活動場所 ：シティプラザ１階   

ふれあいホール 

◆時 間 ：午前１０時～１２時 

◆参 加 費 ：一組１００円 予約は不要 

・出入り自由です。どなたでも参加できます。 

 

◆ 開催日 （１2 月～2 月）◆ 

 火 火 火 火 

12 月 1 👋 8 15☆ 
22 

ｸﾘｽﾏｽ 

1 月 5 👋 12 19☆ 26 

2 月 2 👋 9 16☆  

 

・・新型コロナウイルス感染予防のための対策・・ 

検温・ベビ-カ-消毒・受付フェイスシールドをつけて 

会場は密にならないように努めています。 

 

「～しないでね」ではなく「～してね」 

しつけをするときに大切なポイントは、「否定しない」ということです。お子さまがしているこ

とに対して、ついイライラして「～しないでね」と言ってしまうこともあるでしょう。しかし、

お子さまは自分がしていることを否定されるとイヤな気分になり、素直に大人の言うことが聞け

なくなってしまいます。そこで大切なのは「やってはいけないこと」を言うのではなく、「やっ

てほしいこと」を伝えること。ポイントは「具体的にやってほしい行動内容」を伝えることで

す。お子さまは、イメージができないとうまく行動に移すことが難しい場合があります。 

例えば、「汚い手でおにぎりを食べないでね」と大人が言っても、なぜダメなのかがお子さまに

はわかりません。「汚い手でおにぎりを食べるとバイキンさんも一緒にお口の中に入ってしまう

から、おなかが痛くならないように、きれいな手で食べようね」と言うだけで具体的なイメージ

が湧きやすくなるでしょう。 

このように、なぜそうすることが良いことなのか、ということを伝えれば、お子さまも納得して

行動に移しやすくなります。（ベネッセ教育情報サイト抜粋）            次号続く 

 

上手な子どものしつけ

方 

5つのポイント その２ご紹介 

👋月初めの日は手形づくりの日 〇ヨガ体操 ☆お話

会 

第1週 子どもさんの成長記録（手形・足型） 

どのくらい大きくなったかな！！ 

 

第2週 ヨガ体操（山戸先生指導） 

ママたちから好評です。 

 

第3週 サポーターが絵本を読んだりしています。        

学校のお休みに加藤千弦さん(小学３)が 

読んでくれました。 
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受賞おめでとうございます。 

 

祝 

令和２年度 社会福祉法人伊勢原市社会福祉協議会会長顕彰受賞 

若林紘一様が授与されました。 
 

今年度は残念ながら新型コロナウイルス感染拡大防止のため授賞式は 

行われませんでした。 

今後とも地域福祉の増進に更なるご活躍をご祈念申し上げます。 
 

友愛電話での出合い 
 

若林 紘一 

私は今年で８0才、今から１５年前６５才の時、会社を退職し、自由時間が増えました。 

このまま何かをしないとボケになったら困るので何かのお役に立つことはないかと探していたと

ころ、友愛電話に出合いボランティアとして入会させていただきました。 

最初はお話の糸口をどう切り出すのか、又お話をどう展開するのか、私に出来るのか不安でしたが、

責任者の方からご親切なご指導で徐々に慣れてきました。 

そして、１年が過ぎ男性の一人暮らし H さんと知り合いました。現役時代関西経済同友会の会員

であられるとのことで、企業経済について色々とお話しになりました。 

その中で、参考になるお話が多くあり、電話が長時間になることもありましたが、有意義な時間で

した。私の退職後の人生の生き方について激励をいただくこともあり感激しました。 

友愛電話は利用者の安否確認、生活上の悩み等をお聞きして、解決方法を共に考え、必要であれ

ば相談先への助言をします。高齢の方が孤独にならないようにすることだと思っていた私が逆に激

励を受けたものです。 

私は現在、伊勢原手作り甲胃隊々長として隊員１１５人と各方面に出陣しております。 

地元の特養の慰問、横浜港での豪華船の見送り、日暮里、熱川、道灌まつり、大山の薪能等、年間

３８回出陣して感謝されています。甲胃隊は平均年令７６才ですがみんな元気です。お互いに悲し

いことや困ったことがある時は、隊員相互に助け合っています。 

これからも、友愛電話を通じて数多くのことを学び、人間的に成長を期していきたいと思っており

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

友愛電話ボランティアと週Ⅰ回

電話でお話してみませんか？ 

電話日 月曜日 午前 （10：00～12：00） 

月曜日 午後 （13：00～15：00） 

木曜日 午後 （13：30～15：30） 

目 的 あなたの元気を確認致します。 

申込み （社福）伊勢原市社会福祉協議会 

0463-94-9600 

「友愛電話申込み」とお伝えください。 

 

 

こちらから電話をおかけします。 

料金はかかりません。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 31回友愛電話初級講習会実施 
 

11月9日(月)午後1時30分からシティ

プラザ 3 階研修室にて新人 4 名の参加を

迎え講義「友愛電話とは何か」から始まり

最後は電話対応の模擬体験をコーディネー

ターの方といたしました。これから私たち

と活動する仲間が増えますように期待して

います。 
 



 
R２年8月１6日 ～ R2年10月31 日 

齋藤はつ江 3,300円  Ｎ・Ｎ 10,000円  匿名 20,000円  三瓶ミネ子 5,000円 

匿名 50,000円  菰原彰子 2,000円  渡邉洋美 5,000円  遠山芳子 5,300円 

匿名 10,000円    匿名 100,000円  匿名 5,000円  匿名 10,000円 

堀口和 5,000円   若林紘一 20,000円  米倉力 20,000円  匿名 60,000円   

匿名 20,000円  匿名（6件） 19,200円 

    合計 369,800円    令和２年度累計 1,056,668円 

賛助会費  福澤順子 5,000円  新倉歯科医院 20,000円 

    合計 25,000円      令和２年度累計 30,000円 
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◆【子育てサポーター講座】◆ 

「きらきら」のサポーターになりませんか！」 

 

 

 

日時：令和２年１２月８日（火）   

  午後１３：３０～１５：００   

場所：シティプラザ1階ふれあいホール  

内容：子どもと楽しい時間の過ごし方 他 

講師：神山幸子（元保育士・きらきらサポーター） 

定員：15名    

けんこう👉つなぐ👈うたごえ 
 

●開催： 12/19, 1/16 (土曜日) 2/21（日曜日) 

●場所：シティプラザ1階ふれあいホール   

●指導：古川 恵子さん 

●時間：10:30～12:00   

●参加費：300円（お茶・飴の用意してあります） 

 
 

 

ご寄附者名簿（敬称略） 

 
 子育て広場きらきら☎０４６３－９５－６６６５ 

電話受付時間:午前9時～午後4時30分（平日）
  

      
        

    

🔶 寄付金申し込み ◇銀行振込・ゆうちょ銀行◇ 

横浜銀行 伊勢原支店 普通預金       ゆうちょ銀行（赤い払込取扱票をご利用下さ

い）口座番号：６１１６２２９          口座番号：00240-6-105549 

口座名義：特定非営利活動法人地域福祉を考える会 口座名義 : 特定非営利活動法人地域福祉を考える会

■振込手数料がかかります。           ■払込手数料はかかりません。 

 🔶 寄付者情報の公開について 

 寄せられたご寄付は、感謝の意を表し、ご氏名および金額をニュースレター、ホームページ 

にて公開させていただきます。公表を希望されない方は匿名とさせていただきます。 

小さなお子さんが大好きな方やお母さん方

との交流のお手伝いを 

成年後見部会 

◆「ZOOMセミナー出張講座」研修報告◆ 

ZOOMとは？パソコンやスマホでビデオ・

WEB会議やオンライン講座ができる無料の

アプリです。11月11日、18日の2日間

湘南 NPO サポートセンターの鳥巣真充氏

にお願いして学習会をいたしました。今後の 

活用が期待されます。 

★後見部会からのお誘い★ 

私たちと一緒に法人後見人として活動しま

せんか。ご希望の方はご連絡をお待ちしてい

ます。 

電話：０４６３－２０－９１７０（代表勝田） 

Fax：０４６３－２０－９１３７ 

 

★参加自由★ 


